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   地方財政の充実・強化を求める意見書 

 

 このことについて、綾瀬市議会会議規則第１４条第１項の規定により、次のとおり

提出する。 

  令和２年６月２３日提出 

 

提出者 綾瀬市議会議員 青 栁   愼  

賛成者    同    内 山 恵 子  

同     同    安 藤 多惠子  

                   同     同    上 田 博 之 

同     同    二 見   昇 

 



   地方財政の充実・強化を求める意見書 

 

 地方自治体は、子育て支援策の充実と保育人材の確保、超高齢化が進行する中での

医療・介護などの社会保障への対応、市民が移動する地域交通の維持など、多くの複

雑化した行政需要への対応が求められている。一方、公的サービスを担う人材不足は

大変深刻化をしており、疲弊する職場実態の中、近年多発している大規模災害に備え

た防災・減災事業の実施や、新たに発生している新型コロナウイルス感染症対策など、

緊急な対応を要する課題にも直面しており、新たなニーズへの対応と細やかな公的サ

ービスの提供が非常に困難となっており、人材確保を進めるとともに実態に見合う地

方財政の確立を目指す必要がある。 

 今の政府地方財政の対応は、「骨太方針２０１８」で、令和３年度の地方財政計画

まで平成３０年度の地方財政計画の水準を下回らないよう、同水準を確保するとして

おり、実際に令和２年度地方財政計画の一般財源総額は、６３兆４，３１８億円で前

年対比１．２％の増となっているが、しかし、人口減少・超高齢化に伴う社会保障関

連費をはじめ地方財政需要に対するため、さらなる地方財政の充実・強化が求められ

ている。 

 このため、令和３年度の政府予算と地方財政の検討に当たっては、歳入・歳出を的

確に見積もり、地方財政の確立を目指すことが必要である。 

 よって、国においては、次の事項を実現されるよう強く要望する。 

１ 社会保障、災害対策、環境対策、地域交通対策、人口減少対策など増大する地方

自治体の財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保を図るこ

と。 

２ 子ども・子育て支援新制度、地域医療の確保、介護や児童虐待防止、生活困窮者

自立支援など、急増する社会保障ニーズへの対応と人材を確保するための社会保障

予算の確保及び地方財政措置を的確に行うこと。 

３ 新型コロナウイルス感染症対策として、新たに政府が予算化した「新型コロナウ

イルス感染症対応地方創生臨時交付金」や「新型コロナウイルス感染症緊急包括支

援交付金」については、令和２年度の補正予算にとどまらず、感染状況や自治体に

おける財政需要を把握しつつ、令和３年度予算においても、国の責任においても十

分な財源を確保すること。 

４ 「まち・ひと・しごと創生事業費」として確保されているものと同規模の財源確



保を引き続き図ること。 

５ 地域間の財源偏在性の是正のため、財政運営に支障が生じることがないように対

応を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

  令和２年６月２３日 

 

綾瀬市議会議長 松 澤 堅 二  

 

 衆議院議長 参議院議長 内閣総理大臣 内閣官房長官 総務大臣 財務大臣 

 経済産業大臣 経済財政政策担当大臣 地方創生担当大臣  あて 

 

 （提案理由） 

 令和３年度の政府予算と地方財政の検討に当たっては、歳入・歳出を的確に見積も

り、地方財政の確立を目指すことを求め、国会及び政府関係機関に意見書を提出いた

したく提案するものであります。 

 


